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孟
森
氏
の
訃

　

孟
森
氏
が
本
年
一
月
亡
く
た
っ
た
こ
と
に
就
い
て
、
日
本
の

學
界
は
何
等
の
報
道
に
接
し
な
か
っ
た
様
だ
。
九
月
初
め
北
京

に
入
っ
た
私
は
、
羽
田
先
生
か
ら
同
氏
に
附
ら
る
可
き
「
浦
蒙

史
論
叢
」

　

一
部
を
託
さ
れ
て
ゐ
た
。
か
ね
て
私
淑
の
同
氏
を
訪

れ
る
の
に
、
い
I
＾
土
産
の
出
来
た
こ
と
を
喜
ん
だ
私
は
、
来
着

早
々
氏
の
蕉
翰
を
取
り
出
し
て
見
る
と
、
意
外
に
も
其
の
居
所

が
、
私
の
仮
寓
清
華
同
學
會
と
は
っ
い
目
と
鼻
の
先
、
騎
河
棺

馬
圈
胡
同
四
琥
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
浦
蒙
史
論
叢
の
外
に

羽
田
先
生
の
浦
和
辞
典
や
私
の
満
洲
賓
録
な
ど
も
重
い
一
包
に

作
り
、
い
そ
く
と
出
掛
け
て
見
る
と
、
た
る
程
孟
そ
れ
が
し

と
い
ふ
名
札
が
見
え
る
。
孟
森
と
は
な
い
が
、
何
れ
氏
の
一
名

で
Ｕ
-
i
S
i
あ
ら
う
位
に
考
へ
て
案
内
を
乞
ふ
と
、
出
て
き
た
の
は

年
若
く
し
て
薄
汚
い
大
男
で
あ
る
。

　

「
孟
先
生
在
家
不
在
家
」

男
は
や
ｘ
し
ば
ら
く
、
名
刺
と
私
と
を
牛
々
に
見
較
べ
て
ゐ
た

が
、

　

て
ゐ
る
の
か
私
に
分
ら
な
い
の
で
あ
る
。
仮
り
に
男
の
喋
り

　

た
調
子
を
寫
し
た
ま
で
ぎ

　

現
在
不
在
了
。
」

「
不
在
家
磨
？
・

　

上
那
兄
去
了
ｙ
・
」

「
プ
ー
プ
ー
、
プ
ー
プ
ー
ト
ン
ト
ン
、
プ
ー
ト
ン
ト
ン
…
…
」

こ
れ
で
門
は
閉
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
翌
晩
席
を
共
に
し
て
鯨

飲
し
た
敷
名
の
若
い
支
那
學
者
連
は
、
告
ぐ
る
に
孟
森
氏
の
訃

を
以
て
す
る
と
共
に
、
私
の
話
を
大
い
に
笑
っ
た
。
と
ん
だ
行

先
き
を
尋
ね
た
も
の
で
は
あ
る
。
門
際
で
窺
っ
た
孟
宅
は
如
何

に
も
貧
汚
だ
っ
た
。

　

今
、
私
は
孟
氏
の
學
問
、
経
歴
な
ど
に
就
い
て
記
述
し
得
る

便
宜
を
有
た
な
い
。
然
し
兎
も
角
氏
が
近
頃
の
碩
學
と
謂
は
る

可
き
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
異
論
は
あ
る
ま
い
。
氏
の
専

攻
分
野
が
清
初
史
學
に
あ
っ
た
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
氏
は

清
初
史
の
専
問
家
と
し
て
聞
え
た
が
、
又
典
故
の
學
に
於
い
て

も
蒸
蓄
稀
に
見
る
學
者
だ
っ
た
と
い
は
れ
る
。
氏
の
論
述
は
極

め
て
豊
富
の
様
だ
が
、
然
し
私
の
知
る
限
り
に
於
い
て
は
、
十

数
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
「
清
朝
前
紀
」
が
、
そ
の
最
初
の
述
作

で
な
か
っ
た
か
と
思
は
れ
、
従
っ
て
又
比
較
的
晩
學
の
人
で
も

「
プ
ー
プ
ー
ト
″
ト
ン
、
プ
ー
ト
ン
ト
ン
（
こ
れ
は
何
を
云
っ

　
　

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
「
清
朝
前
紀
」
に
就
い
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て
は
彙
文
堂
の
オ
ヤ
ヂ
が
こ
ん
な
話
を
傅
へ
て
ゐ
る
。
そ
の
本

　
　

が
出
て
間
も
な
い
或
る
日
、
故
内
藤
湖
南
大
先
生
が
彙
文
堂
に

　
　

入
っ
て
来
ら
れ
る
な
り
、

　
　
　

「
近
頃
孟
森
と
か
い
ふ
男
が
、
使
な
本
を
書
い
て
俺
の
設
の
悪

　
　
　

る
ロ
を
言
っ
て
ゐ
る
さ
う
だ
。
生
意
気
な
奴
だ
。
ど
ん
な
本

　
　
　

だ
か
一
寸
見
せ
い
。
フ
ン
、
こ
れ
か
い
。
ウ
ム
、
ウ
ム
。
フ

　
　
　
　

ン
、
こ
り
ゃ
一
寸
や
り
を
る
。
こ
り
ゃ
買
っ
て
お
い
て
ゃ
ら

　
　
　
　

う
。
」

　
　

と
い
ふ
様
な
こ
と
で
御
買
上
げ
を
賜
っ
た
と
い
ふ
話
で
あ
る
。

　
　
　

数
年
前
氏
は
「
明
元
浙
系
通
紀
」
一
書
を
世
に
問
う
て
、
清

　
　

初
史
學
の
集
大
成
を
試
み
ん
と
し
た
も
の
Ｘ
如
く
で
あ
る
。
営

　
　

時
に
於
け
る
氏
の
壮
大
な
意
気
込
み
は
、
同
書
巻
頭
に
自
か
ら

　
　

序
し
て
「
余
が
清
初
史
の
研
究
に
従
事
し
て
よ
り
已
に
二
十
年
、

　
　

其
の
間
思
ひ
の
積
む
も
の
漸
く
大
を
成
し
た
。
今
著
は
す
明
元

　
　

清
系
通
紀
第
一
冊
は
た
ゞ
に
肇
組
の
こ
と
を
述
ぶ
る
の
み
で
、

　
　

已
に
三
百
頁
に
達
し
た
。
肇
阻
に
闘
し
清
青
録
に
述
ぶ
る
と
こ

　
　

ろ
は
牛
頁
に
足
り
な
い
。
而
も
こ
の
多
量
の
述
作
に
な
っ
た
こ

　
　

と
を
思
ふ
と
、
今
後
著
は
さ
ん
と
欲
す
る
と
こ
ろ
は
果
し
て
幾

　
　

何
量
に
鐘
す
る
か
吾
乍
ら
分
ら
た
い
」
と
あ
る
に
見
て
窺
知
に

り

　

難
く
な
い
も
の
が
あ
る
。
惜
し
む
可
し
、
逡
に
続
く
可
き
述
作

な
く
し
て
止
ん
だ
ら
し
い
。
然
し
乍
ら
本
著
述
以
後
と
雖
も
。

雑
誌
類
に
登
表
」
た
氏
の
論
述
は
決
し
て
紗
少
で
は
な
い
。
氏

の
精
進
は
最
後
に
ま
で
綾
い
た
。

　

１
　
つ
て
本
誌
で
「
現
代
支
那
名
家
著
述
目
録
」
を
連
載
し
た

と
き
、
孟
森
氏
を
お
と
し
た
。
思
は
す
し
て
お
と
し
た
の
で
は

た
い
。
思
っ
た
の
だ
が
編
者
が
な
く
て
止
め
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
営
時
支
那
か
ら
留
學
し
て
羽
田
先
生
の
助
手
を
勤
め
て

ゐ
た
美
女
徐
文
綺
が
「
か
う
ぃ
ふ
目
録
を
作
る
の
た
ら
、
先
づ

第
一
に
畢
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
孟
先
生
を
お
と
し
て
し
ま
っ

た
の
は
怪
し
か
ら
ね
」
と
可
愛
い
気
焔
を
皐
げ
て
ゐ
た
こ
と
ど

も
を
も
、
今
は
戦
塵
硝
煙
の
彼
方
に
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
彼
女
と
と
も
に
っ
く
ぐ
想
ひ
出
す
の
で
あ
る
。
先
日

故
宮
文
献
館
の
若
手
連
に
「
孟
先
生
の
著
述
目
録
は
た
い
か
」

と
質
ね
て
見
た
が
、
没
有
と
二
言
答
へ
た
き
り
で
あ
る
。
何
れ

機
が
あ
っ
た
ら
私
も
作
り
た
い
と
は
思
っ
て
ゐ
る
が
、
徐
文
綺

の
冥
禰
を
所
る
意
味
に
於
い
て
も
、
誰
か
早
速
作
っ
て
く
れ
ｘ

ば
一
雇
い
ｘ
。
（
十
三
・
十
・
十
四
、
北
京
に
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今

　

西

　

春

　

秋

　

附
記

　

右
書
き
鐙
つ
だ
と
こ
ろ
折
ｈ
こ
退
し
編
輯
者
か
ら
、
こ
の
際
私
が
孟
氏
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励Ｊ

の
著
作
目
録
を
作
る
の
が
あ
仁
り
ま
へ
だ
ら
う
と
い
ふ
様
な
こ
と
を

言
っ
て
き
仁
、
思
ふ
に
本
場
の
北
京
に
居
て
利
便
は
い
ぐ
、
ら
で
も
あ

る
筈
だ
と
い
ふ
様
な
こ
と
ら
し
い
が
、
然
し
こ
れ
が
と
ん
だ
見
富
温

ひ
と
い
ふ
も
の
で
、
凡
そ
今
の
北
京
に
居
て
私
共
自
豊
が
こ
の
種
の

仕
事
に
従
事
し
よ
う
と
し
て
も
先
づ
は
出
来
な
い
こ
と
だ
と
云
っ
て

ぃ
ゝ
。
編
輯
者
の
申
し
付
け
ど
ぅ
し
た
も
の
か
と
思
案
最
中
、
た
ま

く
北
京
図
書
館
勤
務
の
黄
仲
君
な
る
人
と
知
り
合
っ
仁
。
目
録
に

精
し
い
入
ら
し
い
の
で
、
語
る
に
孟
氏
著
作
目
録
の
こ
と
を
以
て
し

て
見
る
と
、
早
速
の
快
諾
を
得
、
兎
も
角
編
輯
者
の
中
し
附
け
も
果

し
得
れ
ば
、
私
の
希
望
も
思
ひ
が
け
な
く
屈
い
記
わ
け
だ
。
か
う
い

ふ
意
味
に
於
い
て
は
矢
張
り
北
京
は
利
便
だ
と
言
へ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
然
し
こ
れ
は
ま
づ
僥
倖
事
だ
。
私
は
、
本
目
録
作
製
の
た
め

繁
忙
中
の
撒
日
を
快
く
割
い
て
く
れ
た
黄
君
に
深
ぐ
ヽ
感
謝
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
但
だ
本
日
録
中
、
勝
手
乍
ら
森
鹿
三
氏
並
び
に
私
の
手

を
以
て
若
干
柿
入
し
ｉ
Ｊ
-
≪
Ｄ
の
Ａ
あ
る
こ
と
を
併
せ
記
し
て
黄
君
の
諒

恕
を
乞
ふ
次
第
で
あ
る
。
（
十
三
・
十
一
・
九

　

追
記
）

孟
森
先
生

　

著

　

作

　

目

　

録
（
年
敷
は
す
べ
て
民
國
紀
芒

　
　
　

其
一
－
編
著
者

法
學
通
論
一
冊
（
三
年
商
務
印
書
館
出
版
）

財
政
學
一
珊
（
五
年
商
務
印
書
館
出
版
）

心
史
叢
刊
一
集
・
二
集
・
三
集
共
三
珊
（
五
六
年

　

商
務
印
書
館
出
版
）

洽
朝
前
紀
一
珊
（
十
九
年
商
務
印
書
館
出
版
）

明
元
満
系
迦
紀
十
六
珊
（
廿
四
年
北
京
大
學
出

　

版
）

溝
初
三
大
疑
案
考
賞
一
珊
（
廿
四
年
北
京
大
學

　

出
版
）

制
皿
｝
以
上
二
種
篤
北
京
大
學
講
義
、
非
夏
品

其
ニ
ー
纏
諜
者

軍
民
政
治
二
珊
〔
英
國
Ｂ
ｒ
ｙ
ｃ
ｅ
.
　
Ｊ
.
　
Ｂ
.
原
著
〕
（
元

　

年
上
海
民
友
１
　
出
版
）

民
法
要
義
五
班
〔
日
本
梅
謙
次
郎
原
著
〕
（
二
年

　

商
務
印
書
館
出
版
）

統
計
概
論
一
珊
〔
日
本
横
山
雅
男
原
著
〕
（
二
年

　

商
務
印
書
館
出
版
）

日
本
窓
兵
制
一
珊
（
南
洋
公
學
課
書
院
出
版
、

　

原
著
者
出
版
年
月
不
詳
）

　
　
　

其
Ξ
１
－
雑
誌
論
文

建
文
遜
國
事
考
（
国
立
北
平
岡
書
館
館
刊
五
巻

　

六
琥
、
廿
年
十
一
・
十
二
月
）

前
史
傅
日
通
検
（
同
上
六
巻
二
・
Ξ
孤
、
廿
一
年

黄

　
　

仲

編

　

三
－
六
月
）

遼
碑
九
種
蹟
尾
（
国
立
北
京
大
學
國
學
季
刊
三

　

泰
三
践
、
廿
一
年
九
月
）

清
史
稿
中
建
州
衛
考
辨
（
中
央
研
究
院
歴
史
語

　

言
研
究
所
集
刊
三
本
三
分
、
廿
一
年
十
月
）

清
始
凱
布
ホ
里
雍
順
之
考
訂
（
同
占

建
州
衛
地
址
愛
遷
考
（
同
上
三
倦
四
琥
、
廿
一

　

年
十
二
月
）

清
史
稿
幽
否
禁
鋼
之
商
按
（
同
上
）

誼
明
季
奴
麦
考
（
清
華
學
報
八
巻
一
期
、
廿
一

　

年
十
二
月
）

文
館
詞
林
校
記
（
國
立
北
平
岡
書
館
前
刊
七
倦

　

一
・
六
菰
、
廿
二
年
一
・
二
月
、
十
一
・
十
二
月
）
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